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１．研究計画の概要 

本研究は、近年国際的に益々関心の高まっ
ている黒海地域を、①歴史、②域内国際関係、
③域外国際関係（外部アクターとの交わり）、
④経済関係の 4次元から多元的且つ重層的に
分析し、黒海国際関係の全体像を包括的に描
き出すことで、日本のみならず世界における
地域研究および国際関係学研究の発展に寄
与することを目的とする。 
 本目的を達成するため、黒海地域を地域と
して捉えることの妥当性と意義、同地域の特
徴、域内の協力および対立の構造などについ
て、海外での調査を交えて分析するとともに、
２年目にボアジチ大学（イスタンブール）、
最終年に静岡県立大学にて国際シンポジウ
ムを開催し、それらの成果を日本において書
籍として出版する。 
 
２．研究の進捗状況 

本研究は、以下に記すように概ね順調に進
展している。 
（１）歴史的次元では、18‐19世紀における
黒海の国際問題化の起源と過程、および黒海
をめぐる大国間関係が黒海地域の近代化に
与えた影響の二点について研究を進めた。そ
の結果、前者に関しては、黒海の地域性を歴
史的観点から考察した論文や 18世紀後半の
バルカンをめぐるロシア・ハプスブルク・オ
スマン帝国間の政治外交関係に関する論文
の発表などにより、ロシアの黒海地域への進
出過程を西欧諸国やオスマン帝国の動向に
も配慮しつつ実証的に跡付けた。また後者に
関しては、周辺大国との関係を踏まえた近代
バルカン・カフカース史に関する一連の論考
により、「黒海」ファクターの歴史的諸相を
明らかにした。 

（２）経済的次元では、黒海諸国の対外経済
関係の構造、黒海諸国の産業構造の相互補完
性の度合い、黒海諸国間の金融フロー、黒海
諸国のエネルギー依存の実態に関して各々
調査するとともに、①国際貿易、②国際金融、
③国際労働力移動の観点から研究を進めた。
①に関しては、国連の Direction of Trade 
Statisticsを利用して、BSEC加盟諸国の域
内貿易および域外貿易の実態を、②に関して
は、IMFの International Financial 
Statisticsその他のデータを用いて、域内各
国の経常収支の構造とファイナンスの仕組
みを、③に関しては、世界銀行の資料及び当
該各国のデータを用いて、国際労働移動の実
態と移動する労働者が運ぶ金融資産の流れ
を明らかにした。 
（３）域内国際関係では、黒海地域の地政学、
地域の多様性と特徴、域内国際政治の構造、
EU 加盟地域諸国の役割とトルコの多角外交、
BSEC、GUAM、黒海フォーラムなどの地域組
織における協力と対立などについて分析し
た。また、地域諸国家間の領土・民族紛争、
なかんずく凍結された紛争とコソヴォ紛争、
民主化と体制変動、エネルギー安全保障な
ど地域に顕著な政治問題を、①国内、②二
国間、③トランスナショナル、④国際とい
う 4つのレベルから分析を進めた。 
（４）他方、域外国際関係では、黒海地域に
少なからぬ影響を及ぼす広域ヨーロッパの
国際政治構造を明らかにするとともに、EU
の東方政策（欧州近隣諸国政策（ENP）、東
方パートナーシップ、黒海シネルジー、ド
ナウ戦略）、NATO拡大とグローバル・パート
ナーシップ、米露軍事競争、OSCEの予防外
交などに重点を置いて分析した。さらに、
グルジア＝ロシア戦争の分析を介して、黒
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海地域内と域外の相互関係について分析す
るとともに、黒海地域の国際政治が広域ヨ
ーロッパ、ひいてはグローバルな国際政治
を規定する要因となりつつある点を指摘し
た。加えて、バレンツ協力(BEAC)との比較
研究を行った。 
 
３．現在までの達成度 
グルジア＝ロシア戦争後の諸大国関係の

再編や、最近の北アフリカ・中東情勢の変
化などによって、新たに取り組むべき問題
が生じたとはいえ、研究は上述したように
計画通り順調に進んでいる。それは、本科
研メンバーによる『ユーラシア研究』（No. 42, 
May 2010）における黒海特集や、羽場・溝端
編『ロシア・拡大 EU』（ミネルヴァ書房、2011
年）の２論文などにおいて明らかである。と
はいえ、研究の完成と黒海研究に関する書
籍の出版をめざし、最終年では以下４の諸
点に関して研究を深めていく必要がある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）歴史的次元では、周辺大国と黒海地域
の諸関係について、周辺大国および黒海周辺
地域双方の視点から研究を深めるとともに、
黒海地域の地域性について、歴史的観点から
再検討していく。 
（２）経済的次元では、黒海経済協力機構
（BSEC）が、地域経済協力機構として今後ど
のような役割を果たしうるかについて、国際
貿易、国際金融、国際労働力移動の各側面、
特に最後の要因に関しては資金移動の側面
に注意しながら、総合的な評価を行う。その
ために、これまでの成果を、国際学会等で積
極的に発表し、海外専門家の批判にさらすこ
とによって、質の高い完成品にしていく努力
が不可欠となる。 
（３）政治的次元では、グルジア戦争後の諸
大国間関係（米露リセット、EU＝ロシア関係、
NATO＝ロシア関係など）、台頭する中国、最
近の中東情勢など新たな国際政治の変化が
黒海地域に及ぼす影響について、最新の情
報をもとに分析する必要がある。また、逆
に、グルジア＝ロシア戦争、ウクライナや
モルドヴァ共和国の最近の政権交代が、黒
海地域の国際関係、広域ヨーロッパ、諸大
国間の国際政治にいかなる影響を及ぼすの
かについても研究する必要がある。 
（４）方法論的には、①３年間の研究成果を
踏まえて、黒海地域の地域性について再検
討する、②他地域との比較分析を深め、問
題の特殊性と共通性を明らかにする、③国
家レベルの関係のみならず、企業が及ぼす
トランスナショナルな関係を、下位国家、
国家、地域、トランスナショナル、広域ヨ
ーロッパという多次元かつ広域な国際関係
の中で分析することによって、研究の間隙

を埋めていくことが肝要である。この点に
関して、秋の国際シンポジウムで内外の研
究者と議論を深め、より包括的な形で研究
をまとめ、書物や研究報告として成果を発
表していく。 
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